
ー 学校現場と医療のよりよい連携を目指して －

運動器検診・姿勢と動きやすい身体の作り方

たちいり整形外科医院



最大の目的

児童生徒等の心身の

健全な成長・発達
を一層促すこと



□ 学校現場における当院の取り組み
※整形外科医による指導監督のもと

□ 成長期における運動器とけがの特徴

➢ 姿勢・動作の影響

□ 運動機能向上・予防のための身体作り

➢ 運動器検診の役割と課題

➢ 成長期の運動器とけが

－ 本日の内容 －

➢ 部活動サポート

➢ 講習会の開催（生徒・部活動・教員対象など）

➢ 運動器検診後の「なんでも相談会」の開催
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【成長期の運動器の特徴】

グラフ：平均的な身長の一年間の伸び



【特徴：骨端線（成長線）がある】



成長期は急速に骨が伸びる！

筋肉の柔軟性の低下

骨と筋肉に成長にはギャップがある

【特徴：柔軟性が低下しやすい】

ストレッチをしているつも

りでも、知らず知らずのう

ちに体が硬くなる。



【骨端症のイメージ】

軟骨に強い力が加わる

（筋肉による牽引）

筋肉の伸張性低下

軟骨部位の損傷



【骨端症の例】

肩

膝

踵

ご興味のある方は、当院ホームページより
お問い合わせください



【成長期の発育・発達パターン】

 

中学生は呼吸・循環系が
一番は発達する時期

「持久力が伸びる時期」

高校生期になると筋肉の
発達が有利になります

小学生期には神経の発達
がもっとも盛んな時期

発育・発達パターンと年齢別運動強化方針 (Scammon、宮下充正）



【運動習慣と体の二極化】

（文部科学省：子どもの体力向上のための取組ハンドブックから）



運動不足

体力・運動能力低下

運動過多

使いすぎ症候群

故障 ケガ

【二極化による問題】

 テレビゲームなどの
室内遊び時間増加

 空き地や生活道路な
ど遊び場の減少 

 少子化や、習い事な
どによる仲間の減少

勝利至上主義
過剰な練習時間
成長期を考慮しない
トレーニング
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こんな姿勢していませんか？

ご興味のある方は、当院ホームページより
お問い合わせください



良い姿勢 姿勢が悪いと・・・

【不良姿勢による影響 立位】

関節への負担

筋肉への負担

動かしにくさ

ご興味のある方は、当院ホームページより
お問い合わせください



良い姿勢 姿勢が悪いと・・・

良い姿勢

【不良姿勢による影響 座位】

関節への負担

筋肉への負担

ご興味のある方は、当院ホームページより
お問い合わせください



Hansraj KK 2014.

Assessment of stresses in the cervical spine caused by posture and position of the 
head(Surgical Technology International

【首の姿勢と負担】

ご興味のある方は、当院ホームページより
お問い合わせください

https://www.ncbi.nlm.nih.gov/pubmed/?term=Hansraj%20KK%5BAuthor%5D&cauthor=true&cauthor_uid=25393825
https://www.ncbi.nlm.nih.gov/pubmed/?term=Hansraj%20KK%5BAuthor%5D&cauthor=true&cauthor_uid=25393825
http://www.ncbi.nlm.nih.gov/pubmed/25393825
http://www.ncbi.nlm.nih.gov/pubmed/25393825


日常生活動作

必要な機能

要素的な運動

【日常生活動作に必要な運動と機能】

ご興味のある方は、当院ホームページより
お問い合わせください



悪い姿勢や動作

【動作が怪我や運動に及ぼす影響】

痛みの原因
競技パフォーマンス低下

※姿勢が悪ければいい動作はできない

ご興味のある方は、当院ホームページ
よりお問い合わせください



前後の柔軟性改善

以上を3セット

良い姿勢 背中を丸めて
（１０秒）

胸を張って
（１０秒）

姿勢改善体操

ご興味のある方は、当院ホームページより
お問い合わせください



左右の柔軟性改善

以上を3セット

まっすぐ伸びる 右に側屈
（１０秒）

左に側屈
（１０秒）

姿勢改善体操

ご興味のある方は、当院ホームページより
お問い合わせください



左右の姿勢バランス改善

（座って行う場合）

床と平行に側方に手を伸ばす
姿勢を崩さずなるべく遠くまで

（１０秒３往復）

姿勢改善体操

ご興味のある方は、当院ホームページより
お問い合わせください



軸・協調性

姿勢改善体操

● 良い例
× 悪い例

体幹がまっすぐか

片脚で軸をしっかり取る

膝と足先の方向が同じ

徐々に手足を大きく振る

ご興味のある方は、当院ホームページより
お問い合わせください
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学校における
運動器検診体制整備・充実モデル事業

 北海道グループ （2005年度から） 養護学校における検診

 京都グループ    （2005年度から） 一般校における検診
フィールドにおける検診

 島根グループ    （2005年度から） 一般校における検診

 徳島グループ    （2005年度から） フィールドにおける検診

 東京グループ    （2005年度から） 総括作業

 新潟グループ    （2007年度から） 一般校における検診

 宮崎グループ    （2007年度から） 一般校における検診

 愛媛グループ    （2008年度から） 一般校における検診

 埼玉グループ    （2008年度から） 一般校における検診

 大分グループ    （2009年度から） 一般校における検診

 熊本グループ    （2009年度から） 一般校における検診

「運動器の10年」日本委員会



体前屈で 指先が床に届かない ！

腕が 完全に挙がらない ！

運動器検診モデル事業
の中で，

このような子どもが
多いことが判った

しゃがみこみが できない ！



運動器機能不全

「関節が思うように動かない」，「筋肉に力が入らない」

など，運動器としての機能に障害をきたした状態．

立入克敏：運動器機能不全の実態と予防，日医雑誌 138(4)，2009.



1. 運動器疾患（先天性・後天性・外傷性を

含む）に起因する運動器機能不全

2. 運動不足に起因する運動器機能不全

a. 生活様式等に起因する“見かけ上の”

運動器機能不全

b. 運動器の正常な発育の阻害による運動

器機能不全

3. 運動過多に起因する運動器機能不全

立入克敏：運動器機能不全の実態と予防，日医雑誌 138(4)，2009.

“疾病”とは言
えない状態で
あっても，放置
すれば外傷や障
害を生じ易い

“疾病”とは言
えない状態で
あっても，放置
すれば外傷や障
害を生じ易い

運動器機能不全

ご興味のある方は、当院ホームページより
お問い合わせください



学校の健康診断における
運動器検診開始

児童生徒の
運動器疾患・障害の低減のため

平成28（2016）年4月より
ご興味のある方は、当院ホームページより

お問い合わせください



2016年4月～
学校定期健診に運動器検診の項目が導入

◼運動器の異常
（側弯・痛み・歩容異常・動きが悪い） 整形外科専門医受診

◼運動器機能不全の疑い 運動を指導して経過観察

（改善しない場合）

ご興味のある方は、当院ホームページより
お問い合わせください



腰椎疲労骨折（分離症） 15歳 男子

2000/11/02

2000/04/05

ご興味のある方は、当院ホームページより
お問い合わせください



上腕骨小頭離断性骨軟骨炎（ＯＣＤ） １１歳 男子

９４－０５－２０
２ヶ月前から疼痛
可動域制限あり

９４－０８－２９
全ての運動を

許可

ご興味のある方は、当院ホームページより
お問い合わせください



京都府における野球検診への
取り組み

理学療法士による
メディカルチェック

• 可動域

• 全身の柔軟性

医師による診察と
エコー検診

• 身体所見

• エコー所見

理学療法士や
トレーナーによる
指導

•コンディショニング

•予防トレーニング

NPO法人京都運動器障害予防研究会

ご興味のある方は、当院ホームページより
お問い合わせください



初期 進行期 終末期

検診群

n=99
９４．９％ ３．１％ ２．０％

外来群

n=206
30．１％ ２６．２％ ４３．７％

上腕骨小頭離断性骨軟骨炎（ＯＣＤ）の
検診群と外来群の病期の違い

岩瀬,井形,柏口（徳島大学）,1996

松浦,鈴江,柏口（徳島大学）,2009

ご興味のある方は、当院ホームページより
お問い合わせください



運動器検診の役割

➢悲惨な結果を避けるためには，検診で早期に発見する
ことが求められる（例：野球肘・側弯症・分離症など）が
野球検診のような形には限界がある．

➢全ての子どもたちに運動器に関する検診の機会を与え
ることができるのは，学校をおいて他にない．

運動器検診の課題

➢ 経過観察、 体が硬いなどへの対応がおざなり
→リーフレットもあるが・・不十分

➢問診表の正確性や専門医でないこと等での見逃し

整形外科医による運動器検診アフターケア
（運動器なんでも相談会）

ご興味のある方は、当院ホームページより
お問い合わせください



対象：養護教諭

運動器検診後の課題とニーズ

（Ｏ地区小学校19校・中学校8校27名）

塚田雄毅 他：第30回日本運動器科学会．沖縄，2018

①運動器検診において課題と感じていること

アンケート調査②運動器検診の事後措置として整形外科医に求めること

＜調査内容＞

中学校現場における運動器に関する
意識およびニーズ調査の結果

西尾大地 他：第30回日本運動器科学会，沖縄，2018

対象：養護教諭を除く中学校教員

（O地区中学校8校 286名）



✓パフォーマンス向上のための指導

✓スポーツ障害・外傷への対応や予防

✓運動器検診後のアフターケア

✓運動のしなさすぎによる体力・能力低下

✓姿勢不良の児童への指導

学校現場における運動器専門家へのNeeds

学校現場では，トレーニングやけが予防などの方法を
相談できる運動器の専門家が求められていた（93％）

具体的な要望
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運動器検診後の何でも相談会

運動器検診で要指導を受けた生徒に
具体的な体操や対応策を指導

姿勢や運動器についてなんでも相談
を受ける

整形外科医（補助：理学療法士）
が，学校現場で・・・



整形外科医が相談を担い、体操を主に理学療法士が指導

運動器検診後の何でも相談会



運動器検診後のなんでも
相談会に訪れた生徒（経過
観察例）の中から、整形外
科医のチェックにより見つ
かった例

運動器検診後の何でも相談会



部活動に対するサポート

◼ コンディション不良

◼ 障害予防への関心不足
選手の

専門家の人材・
経費等の制約

指導者の時間・
知識的制約

➢ 選手個々：セルフコンディショニングシートの作成・導入

選手・チーム主体型のコンディショニングモデルの導入

➢ チーム：日々の練習にコンディショニングエクササイズを導入



－ 個々へのセルフコンディショニングシート投入ー

部活動に対するサポート



チーム全体へのサポート内容（1回／月）

➢コンディショニングエクササイズ 全体指導

➢運動器に関する個別相談
・一般的なストレッチ等はコンディショニングとしてその場で指導

・疼痛等，必要と思われるものは整形外科受診を進める．

➢ウォーミングアップや整備体操に導入

部活動に対するサポート



■ 基本動作能力 ■ 柔軟性

■ 運動時痛

効果判定（半年後）

■ 障害予防への意識

有意に向上有意に向上

減少傾向
上昇傾向

大江厚 他：第29回京都府理学療法士学会，京都，2018

部活動に対するサポート



（スポーツ障害予防）講習会
ー 養護教諭対象 －

➢ 学校保健現場で中心的な役割

◆成長期の運動器と体力の特徴

◆姿勢・動作が怪我や運動に及ぼす影響

◆運動器機能向上・けがの予防のための身体作り

◆運動器検診関連 など

内容



（スポーツ障害予防）講習会
ー 教員対象 ー

➢ 専門外の部活の顧問を引き受ける場合もある

➢ 教員全員が，生徒・児童の健全な運動器の成長に対
する役割を担っている．

◆成長期の運動器と体力の特徴

◆姿勢・動作が怪我や運動に及ぼす影響

◆運動器機能向上・けがの予防のための身体作り など

内容



◆スポーツ外傷・障害について
◆障害予防・パフォーマンスアップのための身体の作り方

（スポーツ障害予防）講習会
ー 運動部顧問・主将（副）対象ー

内容



「スピード」 「ボディコントロール」 「反応の速さ」

動きのキレ！

➢ 障害・外傷予防からパフォーマンスアップまで
多様なNeedsに対応

（スポーツ障害予防）講習会
ー 部活対象ー



当院では、可能な限り生徒・ご家族のご意向を

尊重した治療・リハビリを提供しています

それでもけがをしてしまったり困った時は・・・

「最後の大会でなんとか試合に出たい」

「側弯症の継続的なリハビリがしたい」

（医療的な安全性を十分に確認したうえで）

など
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